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これまでの経緯 
 日本ではJリーグ加盟チームや地域のスポーツ団体などの協力を得ながら、精
神疾患/精神障がいのある人々を対象とした種々のフットサルイベントが開催さ
れるようになりました。精神医療機関や障がい者支援施設に拠点を置くチームだ
けでなく、地域単位で構成されたクラブチームなど、さまざまな形で活動が広がり、
精神疾患/精神障がいのある人々を中心に構成されるチーム数は全国で130を
超えるに至っています。 
 フットボールを通して、人との信頼関係を築き、自信を培い、夢や希望を実現す
る力を獲得できると考えます。 

精神障がい者サッカー 
精神障がい者サッカーは「ソーシャルフットボール」と呼ばれます。 
「ソーシャルフットボール」の名称はイタリアで行われているcalciosocialeに由来し
ます。年齢・性別・人種・貧困・家庭環境・障がいなどあらゆる違いを超えて社会
連帯を目指したフットボール文化です。 

私たちは、2014年から 
大津市、草津市、野洲市を中心に 
精神障がいや社会的困難をもたれた方と 
サポーターが集まって活動している 
フットサルチームです。 
 
We  are  futsal  team  for  poeple  with  
mental  health  problems,  social  difficulties  
and  supporters. 
The  main  field  is  Otsu,  Kusatsu,  Yasu. 
We  action  from  2014. 



・精神医療、福祉の支援を受けている方の活動、交流の場 
・支援者のネットワークづくり 
・精神障がいに関する正しい知識の普及啓発（アンチスティグマ） 
 
 
・滋賀県内に在住で精神疾患や社会的困難を抱えている方 
・活動に賛同して下さる方 
 
・フットサルの練習 
・ミーティング 
・各大会への参加 
 

 滋賀ラクーンドッグスはフットボールを通じて、仲間と楽しさや喜
びを分かち合い、自らの人生をより豊かなものにしていくことを目
的として、精神科医療・福祉の支援を受けている方、支援者を
2014年から活動を開始しました。現在では、社会的困難を抱えた

方へもその対象を広げ、年齢、性別、障がいなどあらゆる違いを
超えて、互いを認め合いながら、共にボールを追いかけ合う仲間
として活動に取り組んでいます。 

活動内容・実績 
 ４月  ソーシャルフットボール全国大会関西予選 
 ６月  ガンバ大阪スカンビオカップ 
 ８月  ソーシャルフットボール講習会（大阪SFA主催） 
 ９月  インクルーシブフットボールフェスタ 
 ３月  京都伏見龍馬カップ 
 ※その他、随時大会や交流会などの情報を伝え、有志で参加しています。 
 ※月１～２回程度練習（場所：滋賀県立医療センター併設グランド） 

チーム名って何か意味があるのですか? 

参加メンバーで考えたチーム名です。「滋賀と
言えばたぬき！」という意見が支持を得て英語
でラクーンドッグスと命名されました。 

費用はかかるのですか? 

練習や大会の都度、かかったお金を集めます。
練習は1回300円、大会は1000円程度です。 
後はユニフォームや必要に応じ相談の上、徴
収することがあります。 

スポーツ保険には入りますか？ 

選手スタッフ任意で加入をお願いしています。
年度単位の保険で負担金は１０００円程度です。 

１０代～５０代まで幅広く参加されています。
最近は女性も増えています。 

たぬき        

何歳くらいの人が多いですか？ 

・・・ 
一度気軽に参加してみてください(^_^) 

既読 

既読 

既読 

既読 


